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地球の生命圏全体のうち、地下圏の役割と物質の収支について高い関心が集まっている[1]。
多様な原核生物（アーキア、バクテリア）を主体とする地下生命圏は、真核生物（ユーカリア）
の共通祖先[2]を含み、独立栄養性、従属栄養性および混合栄養性を基本とする代謝活動を介し
て種々の物質循環に関与している。例えば、地下生命圏における有機物分解の最終生成物の一
つであるメタンは、強力な温室効果ガスであり、一部は大気へ流入して表層環境に影響を与え
る。しかし、地下生命圏に存在する微生物生態系は、未知な面も多いのが現状である。 
本研究対象の諏訪盆地は、糸魚川-静岡構造線と中央構造線の交点に位置する。それによる断
層活動が活発な諏訪湖では、湖底からガスの湧出が確認されている。湧出ガスに含まれるメタ
ンの安定炭素同位体比（d13CCH4）及び放射性炭素同位体比分析（D14CCH4）から、このメタンは
微生物起源であり、深部炭素に由来することが示されている[3]。また、諏訪湖南東側の平地で
は、ガスと共に高濃度の有機炭素を含む地下水が湧出しており[4]、諏訪盆地を形成する有機質
な深層堆積物[5]が、地下圏でのメタン生成を支えていると考えられる。一方で、ユーラシアプ
レートおよび北アメリカプレートの境界という地質学的特徴から、諏訪盆地は多数の断層や温
泉に代表される複雑な水理地質構造を有する。深部帯水層の水質は不均質であり、特に全鉄濃
度について顕著な差がある。無酸素の還元的な地下圏において、地下水中懸濁物等に含まれる
三価鉄は、微生物が利用可能な酸化剤として重要である。ゆえに、鉄の濃度や価数比は、地下
生態系の構造を制約する要因となる。
本研究では、プレート境界に位置する諏訪堆積盆の深部帯水層（最大深度～1000 m）に生息
する地下微生物生態系およびメタンを含む炭素動態に着目し、予察的な評価を行った。まず、
トランセクト 3 地点の観測井戸から得られた 2 深度の地下水試料、7 地点の温泉水試料を対象に
16S rRNA 遺伝子を用いた微生物群集構造解析を行った。次に、原核生物の膜脂質分析によるバ
イオマス比の定量評価[5]、ICP 質量分析法を用いた重元素濃度測定を行い、これらの結果概要
をまとめた。今後、溶存無機炭素（DIC）とメタンの炭素同位体比分析を行い、堆積盆の地下生
命圏における炭素循環について制約を与える。さらに、地下水中懸濁粒子の鉱物同定と X 線吸
収微細構造解析(XAFS)による鉄の価数分析を行い、地下圏における酸化剤としてのポテンシャ
ルを併せて評価する。
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